
 
 
 

令和８年度 当初予算案 
（令和７年度２月補正含む） 

 
 

主要事項説明資 料 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文 化 生 活 部 



文 化 生 活 部

事　　　業　　　名　 担当課

文化生活 1 　人権啓発費 人 権 啓 発 推 進 室

2   寛永行幸四百年祭事業費 文 化 政 策 室

3   京都国際アート市場活性化事業費 文 化 芸 術 課

4   Music Fusion in Kyoto音楽祭事業費 文 化 政 策 室

5   文化の心次世代継承事業費 文 化 芸 術 課

6 　こころのふるさと京都の文化財保護事業費 文 化 政 策 室

7   祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金 文 化 政 策 室

8 　ワールドマスターズゲームズ２０２７関西開催準備費 ス ポ ー ツ 振 興 課

9 　私立学校教育振興補助金 文 教 課

10 　未入園児保育支援事業費 文 教 課

11 　いじめ防止・不登校支援等総合推進事業費

文 教 課
学 校 教 育 課
高 校 教 育 課
社 会 教 育 課

12 　児童虐待総合対策事業費

文 教 課
こども・子育て総合支援室
家 庭 ・ 青 少 年 支 援 課
捜 査 第 一 課

13 　私立学校省エネ推進緊急対策事業費 文 教 課

14 　保育所等活動継続支援事業費
文 教 課
こども・子育て総合支援室

15 　生産性向上・人手不足対策事業費
中 小 企 業 総 合 支 援 課
地 域 福 祉 推 進 課
文 教 課

16 　犯罪被害者等支援総合対策事業費
安心・安全まちづくり推進課

警 務 課

17 　初期段階再犯防止強化事業費 安心・安全まちづくり推進課

主要事項説明資料目次
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文 化 生 活 部

事　　　業　　　名　 担当課

主要事項説明資料目次

ページ

18 　女性活躍総合支援事業費
男 女 共 同 参 画 課
家 庭 ・ 青 少 年 支 援 課

19 　ドメスティック・バイオレンス対策事業費
男 女 共 同 参 画 課
家 庭 ・ 青 少 年 支 援 課

20 　消費者あんしんサポート事業費

消 費 生 活 安 全 セ ン タ ー
生 活 衛 生 課
農 政 課
住 宅 政 策 課

21 　きょうと「食の安心・安全」確保事業費
生 活 衛 生 課
農 政 課

22 　子ども銭湯利用促進事業費 生 活 衛 生 課

23 　植物園次の１００年創生事業費 文 化 施 設 政 策 監 付

24 　向日町競輪場敷地再整備等事業費 文 化 施 設 政 策 監 付



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 人権啓発費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １４０，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

50,000 － － 90,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

一人ひとりの尊厳と人権が尊重され、それぞれの幸福を最大限に

追求することができる共生社会の実現を図るため、様々な人権課題

に関する啓発・相談等を実施する。 

 

２ 事業内容 

 

（１）啓発・相談 

・新聞、テレビ・ラジオ、ホームページ、ＳＮＳなど様々な媒体を 

通じた啓発・広報 

・ヒューマンフェスタ、人権フォーラムなどのイベント開催 

・インターネット上の人権侵害への対応 

・人権問題法律相談（京都府人権リーガルレスキュー隊）の実施  

 等 

 

（２）市町村支援等 

・人権啓発指導者養成研修会の開催 

・インターネットによる人権侵害対策研究会の開催 

・市町村が実施する人権啓発事業に対する助成 等 

 

 

 

 

 

担当課・担当名
 

人権啓発推進室 企画・推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4271 

文化生活－１ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 寛永行幸四百年祭事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １４，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － － 14,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

令和８年度に「寛永行幸※」から 400年の節目を迎えるにあたり、

「寛永行幸」の行事を再現するイベントを実施するとともに、寛永

年間に花開いた「寛永文化」を振り返る記念祭を実施 

 

※寛永行幸：寛永３年（1626年）、徳川幕府が後水尾天皇を二条城にお迎え

し、５日間に渡って様々なおもてなしを行った、江戸時代を通

じて最大級とも言えるイベント 
 
 

２ 事業内容 

 

（１）行幸行列再現イベントの実施 
 

 令和８年 12 月に行幸行列の衣装や装飾品等も含めた再現イベ

ントを数百人規模で実施 

 

（２）寛永文化講座等の開催 
 

寛永文化ゆかりの地域で専門家等によるシンポジウムの実施

や伝統産業、伝統工芸などの各種業界関係者が参加する交流会を

実施 

 

（３）観光コンテンツ作成・機運醸成 
 

行幸行列への参加や観覧など寛永文化を題材とした観光商品

の開発や博物館や美術館と連携した展覧会などを実施 

 

 

担当課・担当名
 

文化政策室 文化連携推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5140 

文化生活－２ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 京都国際アート市場活性化事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １０７，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

53,500 － － 53,500 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

世界各国のコレクターの来京を促す「京都国際アートフェア」等

を開催し、京都で育てた作家が国際的に評価される仕組みを構築す

るとともに、京都の秋をアートで彩る取組を展開 
 
 

２ 事業内容 

 

（１）「Art Collaboration Kyoto」の開催    62,000 千円 
 

 京都の作家が国際的なアートの舞台に踏み出す契機とすると

ともに、府民が多様なアートを楽しめるよう、京都市と連携して

府市の秋のアートイベントを開催 

 

（２）「ARTISTS’ FAIR KYOTO」の開催      30,000 千円 
 
   国内外で活躍する京都ゆかりの作家が主体となり、作家自身が

出展者として作品を展示販売する京都創発のアートフェアを開

催 

 

（３）「Kyoto Art for Tomorrow(京都府新鋭選抜展)」の開催   

15,000 千円 
 
    日本画、洋画、工芸等の幅広い芸術分野を対象に、京都を中心

に活躍する若手作家の選抜展を開催 

担当課・担当名
 

文化芸術課 文化の人づくり係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4219 

文化生活－３ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 Music Fusion in Kyoto 音楽祭事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ４５，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

22,500 － － 22,500 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

誰もが親しみやすい文化である音楽を軸として地域活性化につ

なげるため、府内各地域でのコンサート開催や子ども向け体験プロ

グラムを実施 
 
 

２ 事業内容 

 

（１）室内楽コンサート              25,000千円 
 

 府内各地の府民に身近な場所で、京都ゆかりの音楽家等による

室内楽コンサートを実施 

 

（２）子ども向け体験プログラム       20,000千円 
 

    室内楽コンサート開催地等で、アート体験や楽器演奏体験など

の文化体験の機会を提供 

担当課・担当名
 

文化政策室 文化連携推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4320 

文化生活－４ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 文化の心次世代継承事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ３９，７５０千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

21,250 － － 18,500 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１ 趣  旨 
 

「文化の心」を次世代へ継承していくため、茶道・華道等の生活

文化や地域の伝統文化等を深く知る機会を創出 

 
 
２ 事業内容 

 

学校等に専門講師を派遣し、小中学生が日本の道徳観や美的感覚、

生活を彩り、他者をもてなすための創意工夫を学べる茶道・華道を

はじめとする生活文化等を体験できる機会を提供 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

担当課・担当名
 

文化芸術課 地域文化振興係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4279 

文化生活－５ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 こころのふるさと京都の文化財保護事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ７５，７６５千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ 63,000 10,000 2,765 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

学術上又は文化的価値の高い貴重な文化財の保全を図るため、

「文化財を守り伝える京都府基金」への寄附金等を活用しながら、

未指定文化財を含む文化財の保存、修理、防災対策等を総合的に推

進 

 

２ 事業内容 

（１）文化財を守り伝える京都府基金等活用事業 75,000 千円 

   

   ① 文化財の保存、修理 

     国宝、重文等の修繕と合わせた有形文化財の保存・修理等 

   

   ② 文化財の防災対策 

     社仏閣等歴史的建造物の耐震化工事、火災報知器の設置等 

   

   ③ 未指定文化財の保全 

     美術工芸品等文化資料の補修、収蔵庫及び防犯設備等文化 

資料保存施設の整備、民俗文化資料の保全、遺跡・名勝・天然 

記念物の保全等 

 

 

（２）広報及び事業選定に係る経費         765 千円 

   事業選定に係る調査や会議開催、リーフレット作成等ＰＲ経費 

 

 

 

 

担当課・担当名
 

文化政策室 政策推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4521 

文化生活－６ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １５，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － － 15,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

祇園祭山鉾懸装品のうち文化財的価値が高く、大型で貴重な前

掛・胴掛・見送りなどの懸装品を退役保存するため、その代替と

して現代の意匠・染織技術の粋を集めた懸装品新調事業に対して補助  

 

 ２ 令和８年度新調事業計画 

 

新調点数  ３点（予定） 

       船鉾   二番水引 

       岩戸山   天水引 

       函谷鉾   下・二番水引 

    

事業費総額 37,500 千円  

補助率   ２／５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課・担当名
 

文化政策室 政策推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4521 

文化生活－７ 



令和８年度 当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部 

事 業 名 
ワールドマスターズゲームズ２０２７ 

関西開催準備費 

新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ５２，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － － 52,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

  ワールドマスターズゲームズ２０２７関西の円滑な開催に向けた準

備を実施するとともに大会ＰＲを行う。 

 

２ 事業内容 

（１）ワールドマスターズゲームズ２０２１関西組織委員会への 

負担金 

（２）大会本部設置準備等に加え、京都市と連携した開会式のにぎわ 

い創出に係る企画作成やマスターズビレッジの設置準備 

（３）ボランティア応募者の配置調整等を行うボランティアセン 

ターの設置 

（４）京都府内開催競技のための広報・誘客活動等 

 

＜開催期間＞ 

令和９年５月 14日（金）～30日（日）17日間 

＜府内開催競技＞ 

開催市町 開催競技 

京都市 
陸上競技（トラック＆フィールド）、バドミントン、

空手道、スカッシュ 

福知山市 ソフトテニス 

宇治市 フライングディスク（アルティメット） 

京田辺市 ハンドボール 

京丹後市 カヌー（マラソン・ドラゴンボート・ＳＵＰ） 

南丹市 トライアスロン（デュアスロン） 

和束町 自転車（マウンテンバイク） 

京丹波町 ゲートボール 
 

担当課・担当名
 

スポーツ振興課 交流推進係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5144 

文化生活－８ 



令和８年度 当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部 

事 業 名 私立学校教育振興補助金 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ３６，３０１，３４３千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

14,566,931 81,000 － 21,653,412 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

１ 趣   旨 

私立学校が京都府の学校教育において重要な役割を果たしていることを踏

まえ、私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の教育費負担を軽減 
 

２ 主な事業内容 

（１）私立高等学校あんしん修学支援事業費【拡充】      2,133,739 千円 

家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある私立高校生が安心して勉

学に打ち込めるよう、修学費用負担を軽減 

◆拡充内容 

・年収 590 万円以上の世帯で、兄弟姉妹が高校又は大学等に同時在学 

 する場合に上乗せ支援 

対象生徒の兄弟姉妹が私立高校に在学する場合 

：457,200 円→559,000円  

対象生徒の兄弟姉妹が公立高校又は大学等に在学する場合 

：457,200 円→508,100円 
 
 

（２）奨学のための給付金【拡充】                        680,186 千円 

都道府県民税及び市町村民税非課税世帯の私立高校生等に対して、授業料

以外の教育費を給付 
 

◆拡充内容 

・年収 270 万円から年収 490 万円未満世帯への支援を新たに実施 

  全 日 制、定 時 制、専修学校及び各種学校 

：（年収 270～380 万円未満） 50,670 円 

              （年収 380～490 万円未満） 38,000 円 

通   信   制 ：（年収 270～380 万円未満） 17,370 円 

              （年収 380～490 万円未満） 13,030 円 

・専攻科生徒への給付額の増額 

  年収 270～380 万円未満       ：10,420 円→17,370 円 

  年収 380～600 万円未満かつ多子世帯 ：10,420 円→13,030 円 
 
 

（次頁に続く） 

文化生活－９ 



 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

（前頁から続く） 
 

（３）私立高等学校専攻科修学支援金【拡充】              28,606 千円 

家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある専攻科に通う生徒が安心し

て勉学に打ち込めるよう、修学費用負担を軽減 

◆拡充内容 

・支援額の増額 

  年収 270 万円未満          ：427,200 円→493,200 円 

  年収 270 万円から年収 380 万円未満 ：213,600 円→246,600 円 

  多子世帯（所得制限なし）     ：427,200 円→493,200 円 

 

 【予算の内訳】 

区分 予算額（千円） 

高 等 学 校 運 営 費 補 助 等 ２８，４７９，４６０ 

中 学 校 運 営 費 補 助 ２，８４５，２４８ 

小 学 校 運 営 費 補 助 １，３３９，７７４ 

幼 稚 園 運 営 費 補 助 等 ２，８８１，２１２ 

専修・各種学校教育振興補助等 １８５，４０１ 

私 学 関 係 団 体 補 助 ５７０，２４８ 

計 ３６，３０１，３４３ 
 

担当課・担当名
 

文教課 経営支援・宗教法人係 

    小 ・ 中 ・ 高 校 係 

    幼稚園・専修学校係 

課 ・ 担 当  電 話 番 号 

075-414-4516 

075-414-4520 

075-414-4518 

文化生活－９－１ 



令和８年度 当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部               

事 業 名 未入園児保育支援事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １０８,１３６千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

53,968 － － 54,168 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

１ 趣   旨 

私立幼稚園の施設や機能を活用した育児中の保護者向けの子育

て相談や育児教室、２歳児受け入れ等の実施を促進することで、育

児期の不安の軽減・解消を図る。 

 

２ 事業内容 

私立幼稚園が実施する以下の事業に要する費用を支援 

 

内容 事業費 

（１）親子関係支援センター事業 

45,000千円 
教育相談、幼児教育に関する講演会、親子教室等 

（２）地域の子育て力向上事業 

地域団体と連携した保育・体験学習等 

（３）在宅２歳児親子登園支援事業 

20,136千円 在宅２歳児及びその保護者を対象とする定期的

な保育体験 

（４）２歳児子育て支援事業【拡充】 

43,000千円 

２歳児の受入体制を支援するため、利用料負担

を軽減 

＜利用料の減免支援額＞ 

 第１子【拡充】：3,000 円→6,000 円 

 第２子    ：         9,000 円 

 第３子以降    ：    18,000 円 
 
 
 

担当課・担当名
 

文教課  幼稚園・専修学校係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4518 

文化生活－１０ 



令和８年度当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・教育委員会  

事業名 いじめ防止・不登校支援等総合推進事業費 
新規・ 

継続の別 
継 続 

予算額 ６７４，４６７千円 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

217,427 － － 457,040 

事業内容 

 

目 的 

 

対 象 

 

方法等 

 

１ 目  的 

    学校等における問題の早期発見・早期対応、児童生徒・保護者からの相談への対

応など、いじめ、不登校、問題行動等に対する総合的なサポート体制の充実を図る。 
 

２ 内  容 

                      （単位：千円）  

事 項 内 容 事業費  

○未然防止から早期解消に向けて －  

 

不登校・いじめ等未然

防止・早期解消支援チ

ームの派遣    ② 

専門家等によるチームを学校に派遣し、外部的視点か

ら対応状況の点検や解決に向けた調整を行うととも

に、教育活動の支援を実施 

－ 教 

○早期発見・相談体制 649,562  

 

スクールカウンセラー

の配置・派遣  ②、③ 

臨床心理士による児童生徒・保護者、教職員へのカウ

ンセリング 
349,074 教 

京都式「学力向上教育

サポーター」事業（ま

なび・生活アドバイザ

ーの配置・派遣） ② 

福祉関係機関等との連携により、困難を抱える児童生

徒や家庭に対して支援を実施 
197,190 教 

心の居場所サポーター

の配置      ② 

相談室等で相談･学習支援を行うため心の居場所サポ

ーターを配置 
67,165 教 

２４時間電話相談等の

実施     ②、④ 

２４時間電話相談、トータルアドバイスセンター教育相

談、不登校相談ダイヤル、家庭教育相談等の実施 
24,733 教 

ＳＮＳを活用した相談

体制の構築    ② 

公立の中学生・高校生を対象に、SNS を活用した相談事

業を京都市と協働で実施 
6,900 教 

京都府私学修学支援相

談センターへの支援 

  ① 

いじめ問題等の解決を促進するため、私立学校が共同

設置する相談機関へ助成 
4,500 文 

○早期解決に向けた対応 －  

 
生徒指導緊急指導教員

の配置 

いじめ、虐待、暴力行為等の課題が生じている学校に

緊急に教員（非常勤講師）を配置し、学校体制を強化 
－ 教 

○重大事案への対応 2,000  

 
学校問題解決支援チー

ムの設置     ③ 

いじめや虐待等の重大事案に対して、法律や心理学等

の専門家を中核としたチームを事務局に設置 
2,000 教 

 

文化生活－１１ 

 



 

 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

 

対 象 

 

方法等 

 

事 項 内 容 事業費  

○組織の設置 931  

 
いじめ対応のための附

属機関等の設置 ①、② 

いじめ防止対策推進法に規定する調査審議の実施及び

重大事態の調査を実施する附属機関等を設置 
931 教 

○不登校対策の充実 21,974  

 
不登校児童生徒支援シ

ステムの構築   ② 

校内に教室以外の居場所を設けることで、教室に入り

づらい・休みがちな児童生徒個々の状況を見立て、個

に応じた学習支援・相談と小・中を通した切れ目のな

い支援を実施 

－ 教 

 
不登校児童生徒支援拠

点整備事業    ② 

市町村の教育支援センターにスクールカウンセラー

等の専門家の配置等を行い、不登校児童生徒支援の拠

点として機能を拡充 

18,974 教 

 
フリースクール連携推

進事業      ② 

府認定フリースクールが実施する、学校と連携した教

育活動へ助成 
3,000 教 

 

 

 

担当課名 

① 文教課   小･中･高校係 

② 学校教育課 指導第２係 

③ 高校教育課 指導第１係 

④ 社会教育課 社会教育主事 

電話番号 

075-414-4517 

075-414-5840 

075-414-5851 

075-414-5885 

文化生活－１１－１ 

 



文化生活部・健康福祉部・警察本部
　　

趣　　旨

２ 事業内容

(１) 未然防止 (③・④)

・ 養育上課題のある家庭を対象とした個別相談支援

・

・ 虐待防止のための広報・啓発

・ 市町村の子育て世代包括支援センターの設置・運営を支援

(２) 早期発見・早期対応 (①・②・④)

・

・

・ 児童相談所における法的対応の実施

・ 児童相談所・市町村・関係機関等職員への研修等の実施

・ 児童虐待･ＤＶ防止連携推進員を各家庭支援センターに配置

・

・

(３) 再発防止 (④)

・

(４) 自立支援・社会的養護の推進 (④)

・ 児童養護施設等退所者への相談支援

(５) 市町村機能・連携強化 (④・⑤)

・

・

①
②
③
④
⑤

文化生活－

保育・子育て支援係

075-414-4582家 庭 ・ 青 少 年 支 援 課 家 庭 福 祉 係
075-451-9111
（内線4131）

警 察 本 部 捜 査 第 一 課

１２

担 当 課
・

担 当 名

3,010

虐待防止ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ(虐待対応に係る専門家)を市町村に派遣

29,977

里親委託の推進・

市町村職員に対する家庭問題への対応力向上研修の実施

文 教 課 幼稚園・専修学校係

課・担当

電話番号

075-414-4591こども・子育て総合支援室
075-414-4518

１

　すべての子どもが健全に育成されるよう、児童虐待の未然防止、早期発見・
早期対応、再発防止、自立支援に至るまで、一貫した施策を関係機関と連携し
ながら総合的に推進

区　分　・　内　容 予 算 額
(丸数字は担当課名を示す) (千 円)

53,680

地域の児童問題の相談援助を行う｢児童家庭支援センター｣の運
営を支援

88,117

保育所等における虐待事案への対応及び市町村等職員の対応力
向上支援

一時保護児童等への意見表明を支援

京都性暴力ワンストップ相談支援センター(京都SARA)における
24時間体制での性的虐待相談対応

69,007 - 22,718 87,465

令和８年度当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明

事 業 名 児童虐待総合対策事業費
新規・

継続の別
継続（一部新規）

予 算 額
国　庫 起　債

179,190千円

全国SNS相談システムによる虐待相談対応

虐待を行った保護者へのカウンセリングや支援プログラムの実
施

その他

4,406

一般財源

〃 母 子 保 健 係 075-414-4727

目 的

対 象

方法等

事業内容

新規



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 私立学校省エネ推進緊急対策事業費 
新規・ 

継続の別 
新規 

予 算 額 
４０，０００千円 

(２月補正：40,000千円) 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

40,000 － － － 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

  １ 趣  旨 

 

私立学校の備品・設備の省エネ化により学校の運営コストの抑制

を支援 

 

 ２ 事業内容 

 

私立学校の空調・換気設備工事、LED 化工事等の省エネ化にかかる

経費を支援 

 

＜補助対象＞ 

・ 私立小学校 

・ 私立中学校 

・ 私立高等学校 

 

＜補助上限額＞ 

  1,000 千円／校（補助率３／４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課・担当名
 
文    教    課  小・中・高校係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4520 

文化生活－１３ 



趣　　旨

２ 事業内容

文化生活－

新規・
継続の別

保育所等活動継続支援事業費

300,000

国　庫 起　債

-

その他

-

１

課・担当

電話番号

対 象 経 費

対 象

300,000千円

１４

保 育 ・ 子 育 て 支 援 係

　物価高騰下においても、子どもの成長に必要な様々な体験機会を継続し
て確保するため、保育施設等が行う行事や発表会に要する費用等を年間を
通じて支援

075-414-4591

075-414-4518

補 助 方 法

行事、発表会や保育材料等に要する経費

私立幼稚園、私立保育施設

児童定員１人当たり4.4千円を交付

令和８年度当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明

健 康 福 祉 部

継　続

幼 稚 園 ・ 専 修 学 校 係担 当 課
・

担 当 名

事 業 名

予 算 額

文 教 課

一般財源

-

こども・子育て総合支援室

文 化 生 活 部

目 的

対 象

方法等

事業内容

（２月補正 300,000千円）



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文 化 生 活 部  
健 康 福 祉 部  
商工労働観光部  

事 業 名 生産性向上・人手不足対策事業費 
新規・ 

継続の別 
継 続 

予 算 額 
８００，０００千円 

（２月補正：８００，０００千円） 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

800,000 － － － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 内 容 

目  的 

対   象 

方 法 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

  中小企業や社会福祉施設、保育所・幼稚園等の環境改善を図るため、業種・

業界の垣根を越えて３Ｓ・５Ｓをはじめとした持続的な生産性向上に資する取

組を学び・実践する仕組みを構築し、ソフトとハードを組み合わせた一体的な

支援を実施する。 

 

２ 事業内容 

 

（１）生産性向上に向けた勉強会等の取組への支援     22,000千円 

対 象 
・中小企業が属する各種組合、企業グループ【①】 

・社会福祉関係団体等【②、③】 

支援内容 

・生産性向上に資する取組の好事例やノウハウを取り込む

ための勉強会・ワークショップ等の実施に要する経費 

・社会福祉施設等の生産性向上の取組を総合的に支援する

相談窓口の運営 

  

（２）生産性向上に資する設備導入等への支援       778,000千円 

対 象 

（１）の生産性向上に向けた勉強会等に参加した 

・組合、グループ、これらに属する中小企業【①】 

・高齢、障害者施設等（京都市内を除く）【②】 

・保育所、幼稚園等【②、③】 

支援内容 生産性向上に資する設備導入や人材育成等に要する経費 

補 助 率 ３／４（補助上限：2,000千円） 
 

担当課・担当名 

① 中小企業総合支援課 金融・経営支援係 

② 地域福祉推進課 福祉人材・法人指導係 

③ 文 教 課 幼稚園・専修学校係 

課･担当電話番号 

075-366-4357 

075-414-4561 

075-414-4518 

文化生活－１５ 

 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・警察本部 

事 業 名 犯罪被害者等支援総合対策事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １７，７０５千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

4,794 － 1,000 11,911 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 
 

「京都府犯罪被害者等支援条例」の制定に伴い、犯罪被害者等への

支援の更なる充実を図るため、支援体制の構築、（公社）京都犯罪被害

者支援センターの体制機能強化、支援を行う人材育成、生活再建支援

や法的援助助成、社会機運の醸成に資する事業を実施する。 
 

２ 事業内容 

区分・内容 
予算額 
（千円） 

１ 犯罪被害者等支援強化事業（①）  
・関係機関が支援内容を協議し進める支援調整会議の設置 

・個々の犯罪被害者等の状況に応じた支援をコーディネート 

する社会福祉士の配置 

・京都犯罪被害者支援センターの体制の充実・強化 

8,500 

２ 犯罪被害者等生活再建支援事業（①）  
・犯罪被害者等の生活再建に必要な転居費用の助成 

1,600 

３ 犯罪被害者等法的援助助成事業（①）  
・犯罪被害者等が当事者として刑事裁判に参加するために必 

要な弁護士費用等の助成 

840 

４ 犯罪被害者等支援府民理解促進事業（①）  
・犯罪被害者等支援に対する府民の理解増進のための啓発 

160 

５ 犯罪被害者等支援活動推進事業（②）  
・犯罪被害者等への診断書料等や付添人等の旅費の助成 

・臨床心理士によるオンラインカウンセリングの実施 

・被害者手帳の運用 

6,605 

 

担当課・担当名
 ①安心・安全まちづくり推進課 防犯・交通安全係 

②警 務 課 犯罪被害者支援室 
課 ・ 担 当  電 話 番 号 

①075-414-5079 

②075-451-9111（2673） 

文化生活－１６ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 初期段階再犯防止強化事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １,５００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

750 － － 750 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

軽微な罪を犯し、刑事司法手続の「入口（初期）段階」にある人

をより多く、福祉的制度支援や立ち直りを支える人・場につなぐた

めの施策を実施し、微罪処分者※の再犯防止の強化に取り組む。 
 

※微罪処分者：軽微な罪を犯したが検察送致に至らず地域に返される者 

 

２ 事業内容 

 

（１）地域の社会福祉制度に精通したアドバイザーの各警察署への派遣 

・社会福祉士を府内 25警察署に派遣し、福祉的制度支援等の

相談に対応 

・警察官に対して、社会福祉士の業務や、福祉・医療制度に関

する講習を実施 

 

 （２）立ち直りを支える人・場と当事者をつなぐ取組の実施 

・民間支援団体の活動の実情等について、掘り起こし調査を実施  

・民間支援団体、当事者、支援者及び行政をつなぐ場づくりと

して再犯防止ネットワーク会議を開催 

・民間支援団体の活動内容等が記載されたパンフレットを作成

し、関係機関に配布 

 

 

 

担当課・担当名
 
安心・安全まちづくり推進課 防犯・交通安全係  課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-5076 

文化生活－１７ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・健康福祉部 

事 業 名 女性活躍総合支援事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １４４，８３３千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

57,078 － 2,000 85,755 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨 
 

京都ウィメンズベース・マザーズジョブカフェ・京都府男女共同参画セ

ンターの３所が連携し、女性活躍をワンストップで支援するとともに、性別

に関わらず様々な困難・課題を抱える方への支援を実施する。 

 

２ 事業内容 
 

区分・内容 
予算額 
（千円） 

１ 京都ウィメンズベース事業               （②）  
  ・中小企業における女性活躍やワーク・ライフ・バランスに関す

る取組を推進するための相談・研修・制度整備等の支援 

  ・企業の意思決定に参画できる役職への女性登用を推進する

ため、企業の中核人材となる女性の育成研修等を実施 

10,672 

２ マザーズジョブカフェ推進事業         （②・③）  
・働きながら子育てしたい女性やひとり親家庭の方などのニー

ズに応じて、就業と子育てをワンストップで支援 

78,984 

３ 京都府男女共同参画センター運営事業     （①）  
・女性相談、男性相談の実施 

・女性の社会参画支援のため、起業支援や地域における女性

支援等を実施 

40,177 

４ 女性つながりサポート事業               （①）  
・民間団体による無料のカウンセリング・電話相談・ＳＮＳ相談・

伴走支援等を実施 

15,000 

 

担当課・担当名
 
①男女共同参画課 企画・地域支援係 

②男女共同参画課 女性活躍･ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽ推進係 

③家庭・青少年支援課 ひとり親・ヤングケアラー支援係  

課 ・ 担 当  電 話 番 号 

①075-414-4291 

②075-414-4296 

③075-414-4584 

文化生活－１８ 



趣　　旨

２ 事業内容

（１） 相談窓口 (②)

・ ＤＶ相談支援センター(府南部・北部)の運営
・ ＤＶ専用電話相談の実施
・ 夜間・休日相談窓口の設置運営
・ 女性相談支援員の配置・研修(二次被害防止)
・ 市町村相談員等に対する研修
・ 法律相談窓口の設置運営

（２） 専門的指導の確保 (②)

・ 心理療法士によるカウンセリング
（３） 一時保護機能 (②)

・ 一時保護委託先の確保
・ 保育士の配置
・ 同伴児童への学習支援
・ 民間シェルターと連携･協力した被害者支援
・ 同伴児童に対するオリエンテーションの実施

（４） 被害者の自立支援
・ 自立支援グループワークの実施
・ 加害者更生プログラムの実施
・ 通訳の派遣(外国人被害者への対応)
・
・

・ 一時保護所退所者・同伴児童支援
（５） 協力機関の連携・協力 (①・②)

・ 配偶者等からの暴力に関する法定協議会の運営
・ 生活保護等の円滑な適用
・ ＤＶ相談支援センター機能の広報啓発

（６） 啓　発 (①)

・ ＤＶ啓発資材の作成
・ 啓発講座

①

②

文化生活－

区　分　・　内　容 予 算 額
(丸数字は担当課名を示す) (千 円)

7,382

1,201

男 女 共 同 参 画 課

家庭・青少年支援課

2,339

5,861

家 庭 福 祉 係 075-414-4582

１９

担 当 課
・

担 当 名

企 画 ･ 地 域 支 援 係 課・担当

電話番号

075-414-4291

予 算 額
国　庫 起　債 一般財源

10,764 - 100 15,732

その他
26,596千円

令和８年度当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明

事 業 名 ドメスティック・バイオレンス対策事業費
新規・

継続の別
継　続

文化生活部・健康福祉部

１

　家庭支援総合センター(配偶者暴力相談支援センター)を中心に、市町村や関係
機関と連携・協力しながら被害者の相談・保護・自立支援等を実施

8,661

(①)

被害者の地域生活を支援する｢地域生活サポー
ター｣の養成・活用

1,152

(②)
診断書料の給付(保護命令申立て、就職時の健康診断

目 的

対 象

方法等

事業内容



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部・農林水産部・建設交通部 

事 業 名 消費者あんしんサポート事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １１６，２３１千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

66,013 7,000 7,774 35,444 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣   旨  
 

府民の安心・安全な消費生活を実現するため、高齢者の被害防止

対策や年齢等特性に合わせた消費者教育の推進及び市町村消費生

活相談窓口の運営支援等を実施する。 
 

２ 事業内容 

項 目 事 業 概 要 所管 

市町村連携、消費者問題対応力向上 

 市町村相談セン

ター支援事業等 

・複雑化する消費生活相談に対応するため、
「ネット取引等あんしんチーム」による市
町村相談のサポート 

・府全域のリアルタイムな情報共有 
・市町村相談センターへの運営に対する助成 
・悪質事業者に対する調査・指導 等 

① 

消費者被害防止、高齢者対策 

 消費者被害防止

対策事業 

・悪質商法等被害の未然防止を図るため、多
様な関係団体等と連携した見守り人材の育
成や地域の見守りの担い手による啓発を実
施 

・市町村見守りネットワーク活動支援 等 

①  

年齢等特性に合わせた消費者被害防止対策、消費者教育の推進 

推進 

 

 消費者教育推進

事業 

・学校等における消費者教育の支援や、子育
て世代・高齢者など年齢特性に応じた消費
者教育や啓発を実施 

・消費者市民社会の構築に向けた消費者教育
の展開 

 

① 

相談・検査体制の整備等 

 きょうと「食の

安心・安全」確保

事業等 

・食品の安心・安全を確保するための食品検
査や食品表示パトロール 

・住宅に関する法律的・技術的な相談対応 

② 

③ 

④ 
 

担当課・担当名
 

①消費生活安全センター 企画・啓発係 

②生 活 衛 生 課 食 品 衛 生 係 

③農 政 課 食の安全・食育係 

④住 宅 政 策 課 計 画 係 

課 ・ 担 当  電 話 番 号 

① 075-671-0030 

② 075-414-4773 

③ 075-414-5656 

④ 075-414-5358 

文化生活－２０ 



令和８年度 当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部・農林水産部 
 

事 業 名 きょうと「食の安心・安全」確保事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 ３６，８０４千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

2,884 7,000 4,763 22,157 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

  食の安心・安全行動計画等を踏まえ、関係部局が連携し、食品表示

の適正化、食に関する情報発信、食品衛生監視指導等を強化すること

により、府民の食への信頼を確保する。 
 

２ 事業概要 

○食の安心・安全情報発信           ４７０千円 ② 

リスクコミュニケーション等の開催を通じて、食の安心・安全に関

する消費者、事業者、行政の相互理解を促進するとともに、ＳＮＳ等

を活用し、多様化する消費者ニーズに応じた食の安心・安全に関する

正しい知識を普及 

 

○食品衛生監視指導            ８，２１１千円 ① 

HACCP（ハサップ）による衛生管理手法の啓発や食品衛生推進員「京

の食“安全見はり番”」等による自主衛生管理の推進、食品衛生監視

機動班による事業者への監視・指導、食品等の放射性物質、添加物等

の検査項目の充実により、食の安心・安全を確保 

 

○食品等の検査             ２０，６７５千円 ① 

府内に流通している食品等の検査を行い、その結果を定期的に公表

することで食の安心・安全を確保 

食品検査に使用する機器を更新 

 

○遺伝子組換え食品検査          ２，６２２千円 ① 

審査を受けていない遺伝子組換え食品の流通防止及び表示と内容

物との整合確認を実施することにより食の安心・安全を確保 

 

○試験検査機関業務管理基準（ＧＬＰ）導入 ２，６４３千円 ① 

ＧＬＰ（業務管理基準）の導入により、精度管理体制を構築すると

ともに検証体制を整備し、検査の信頼性を確保 

 

○食品表示制度の監視・啓発        ２，１８３千円 ②                  

新たな食品表示制度を普及啓発する事業者向けの講習会等を開催

するとともに、食品の表示状況を確認するパトロールを実施し、食の

安心・安全を確保 

担当課・担当名
 ①生 活 衛 生 課 食 品 衛 生 係 

②農 政 課 食 の 安 全 ・ 食 育 係 
課 ・ 担 当  電 話 番 号

 ①075-414-4773 

②075-414-5656 

文化生活－２１ 



令和８年度 当初予算案主要事項（令和７年度２月補正含む）説明 

 

文化生活部 

事 業 名 子ども銭湯利用促進事業費 
新規・ 

継続の別 
新規 

予 算 額 
５６，０００千円 

（２月補正 56,000千円） 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

56,000 － － － 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

日本独自の「銭湯文化」を育み、地域コミュニティの活性化や災

害時の住民支援の機能を有する銭湯を将来にわたって守るため、子

どもたちの銭湯に対する認知度向上や利用促進につながる取組を実

施する。 

 

 

２ 事業内容 

    

令和８年度中の子ども（小学生以下）の入浴料金の無料化に要す

る経費を支援（通常：小学生 200円、乳幼児 100円） 

 

 

＜対  象＞ 

京都府公衆浴場業生活衛生同業組合に加入する銭湯 

 ※京都市内の銭湯は府市協調で支援 

 

 

 

 

 

 

 

担当課・担当名
 

生活衛生課 生活営業係 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4761 

文化生活－２２ 



令和８年度 当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部  

事 業 名 植物園次の１００年創生事業費 
新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 １８，０００千円 
国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － 13,000 5,000 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

府立植物園の次の 100年に向け、子どもたちや若い世代に向けた

魅力拡大や学習・研究機能の充実により更なる飛躍を目指すための

各種取組を展開する。 

 

２ 事業内容 

 

（１）世界に魅せる魅力発信事業の実施 

交流連携協定を締結しているシンガポール植物園との企画展

の開催等、植物園の魅力を広く世界に発信 

     

 （２）楽しく学べる学習イベントの開催        

子どもたちをはじめとした幅広い世代が、植物の仕組みや植物

と生きものとの関わりを楽しく学ぶことができる事業を展開 

 

（３）京都植物誌プロジェクトの推進         

府内植物の多様性を保全するため、100 周年を機にスタートし

た「京都植物誌」の作成を進めるとともに、証拠標本の公開等を

実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課・担当名
 

文化施設政策監付 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4670 

文化生活－２３ 



令和８年度 当初予算案主要事項(令和７年度２月補正含む)説明 

 

文化生活部 

事 業 名 
＜収益事業特別会計＞ 

向日町競輪場敷地再整備等事業費 

新規・ 

継続の別 
継続 

予 算 額 
１，１１８，９２３千円 

（債務負担行為限度額 10,123,530千円） 

国 庫 起 債 その他 一般財源 

－ － 1,118,923 － 

 

 

 

 

事業内容 

 

目 的 

対 象 

方法等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 趣  旨 

 

向日町競輪場基本構想に基づき、向日町競輪場敷地全体を多目

的・複合的な機能を併せ持った地域の交流・賑わいの拠点へと展

開していくため再整備を実施 

 

２ 事業内容 

 

（１）競輪場再整備・運営事業      861,220 千円 

（債務負担行為限度額 10,123,530 千円） 

老朽化した向日町競輪場施設について令和 11 年度中のリニュ

ーアルオープンに向けて基本・実施設計等を実施 

 

 

（２）競輪場敷地再整備関連事業     257,703 千円 

競輪場施設及びアリーナ施設の整備に必要な埋蔵文化財調査

及び設計施工管理を実施 

 

 

 

 

 

 

担当課・担当名
 

文化施設政策監付 課 ・ 担 当  電 話 番 号 075-414-4670 

文化生活－２４ 


